


ており、このままではいずれ地区合同の事態に
追い込まれることが視野に入る也も知れません。

　　ロータリー行動指針計画にある「より大きなイ
ンパクトをもたらす、参加者の基盤を広げる、
係わりを促す、適応力を高める」は、長きに渡る
テーマです。このインパクトの意味するところは
「ポジティブな長期的変化」とされています。旧
来のクラブ形態に拘らず新たな形態の他、コミュ
ニティー等に対象を広げ拡大を目指す方針を示
しています。

　　この視点から私共地区での新クラブ設立の目
標を掲げ、その対象として衛星クラブの設立を
進めていくことと致します。国内でこの衛星クラ
ブが設立されていない地区はごく僅かとなって
います。他にEクラブや分野特化型クラブなど
様々な分野まで拡がっています。

　　またロータリー奉仕活動の重点分野の一つに
「地域社会の経済発展」があります。

　　これは我々の奉仕活動に限らずこの地域の現
状に対しても大切に進めていかなければならな
い大きな問題です。何もしなければ地方は衰退
します。ロータリーの仲間づくりが地域社会の
活性化に繋がり、地域全体のレベルアップを育
むことになれば〝望外の喜び〟であります。

　　この難しい時代に立ち向かい「より良い地域
を築くため」お力添えの程、宜しくお願い申し上
げます。

　　年初に開催されたRI国際協議会は、世界各
地から集った今年度ガバナーエレクトとRIスタッ
フの面々約1500名での会議となりました。

　　オープニングからエンディングまで若い二人
のローターアクトがファシリテーターとして本会
議の進行役となり、現会長、会長エレクト、事
務総長など主たる役職の方々のスピーチを中心
に、その後の分科会でのそれぞれのテーマに
従ったセミナーを進めてきました。

　　延べ五日間、夕刻はオープンな夕食会や地域
色を交えた民族の夕べなどもありました。

　　オラインカ・ハキーム・ババロラ会長エレク
トのメッセージは「持続可能なインパクトを生み
出そう」です。アフリカ大陸ナイジェリア出身の
エレクトは、自身のローターアクト時代の経験を
踏まえたロータリー感を交え、これまで培って
きたロータリーの歴史を基に、新たな展開をそ
こに加えていく必要性を話しました。常に進歩
を生み出し、己を磨き、クラブを進化すること
で地域も変わり、それが世界に広がりインパク
トを与えることができると説きました。

　　昨今のRIの主題は会員増強にあります。特に
2030年のロータリー創設125周年にあたり会
員総数125万人、ローターアクター 12万5千
人を目指し増強を進めております。長い歴史を
持った米英、欧州、オセアニア、無論日本も同
様にかなりの会員減少を見ております。伸びの
大きいのはインド、台湾、韓国等アジア地区で
すが、全体の底上げには力不足といったところ
です。我が第2800地区も厳しい現状に置かれ

国際ロータリー第2800地区　2026-2027年度ガバナー

伊藤 修二氏

地域の絆で明日に繋ぐ地域の絆で明日に繋ぐ
Sustainable RID 2800Sustainable RID 2800


